
ＪＳＡＦ外洋オーナー会員各位            ２００５年１０月吉日   

  

ＪＳＡＦ “新”外洋統括委員会スタートにあたり 

  

ＪＳＡＦ外洋統括委員長 

古川保夫 

  

時下ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。 

本格的な秋を迎え各位におかれましては、穏やかなヨットライフを満喫のことと拝察申し

あげます。 
  

さて、私、古川保夫（外洋三崎・油壷湾：織姫）は去る７月ＪＳＡＦ理事会におきまして、

はからずも“新”外洋統括委員会委員長を拝命いたしました。 

ご案内のとおり、外洋統括委員会はＪＳＡＦ組織の中で文字どおりの外洋関係を取りまと

める機能を持った唯一の委員会としてディンギ系とともにＪＳＡＦを二分する柱の委員会

となっています。 
  

私はかつてＮＯＲＣ、統合後のＪＳＡＦにおきまして理事職等をつとめておりましたが、

それぞれの任期を終え、ここ数年は母港の油壷湾におきまして自艇でのレース・クルージ

ング活動などを楽しんでおりました。 

こうした悠々の中、今回のご指名はまさに想定外の出来事でございました。一時は世代交

代のためにもご辞退申しあげるべきと考えておりましたが、そこまでに至る状況、理由を

伺うにつけ、また敬愛する並木茂士元ＮＯＲＣ会長の今般のＪＳＡＦ会長特別補佐就任の

いきさつなどもあり、ここは微力ながら全国外洋セーラーの皆様のためにも再度ご奉公し

なければと思い立った次第でございます。 
  

各位には早めのご挨拶をと考えておりましたが、ご承知のとおり現在ＪＳＡＦには外洋系

に関する諸問題が山積しておりまして、それらの検証・調整に時間を割いておりました故、

本日となってしまいました。失礼致しました。 
  

本日は就任のご挨拶方々、皆様がご心配いただいております“新”外洋統括委員会の役割・

方向性等につきまして、とり急ぎおしらせ申しあげようと筆をとらせていただきました。 
  

ＪＳＡＦ組織内には統合後、前述のとおり外洋統括委員会が設置され、その活動の成果が

期待されていましたが、率直に申しあげて当該委員会の活動は誠に乏しいものでありまし

た。もちろん私どものサポートも不足し、一概に委員会の責任ばかりを追及することはで

きませんが、輝かしい実績と歴史を誇る我々外洋系のパワー、存在感は残念ながらＪＳＡ

Ｆ内にて充分に発揮されたとは言えない状況になっております。 
  

「ひとつのナショナルオーソリティーのために」と設立されたＪＳＡＦの健全な発展のた

めに、またそれを支える厳粛な役割を担う外洋系組織の活性化をはかるために、私は今回

の“新”外洋統括委員会の存在はきわめて重要なものであると認識しております。 

今こそ外洋系はその利害・確執を乗り越えて文字どおりの一枚岩になることが必要です。 

どうかその点をご賢察いただき、私ならびに外洋統括委員会にご協力をお願い申しあげる

次第です。 



（１）“新”外洋統括委員会の役割 
 
（原則として）ＪＳＡＦに所属する諸外洋加盟団体・特別加盟団体の連絡協議会的役割

を持つ 
 

（２）その方向性 
 
・外洋系団体の活動を促進するための、正しい方向づけのアドバイスとそのための健全

なる情報の発信元となる 

・外洋系活動に必要となる諸事項のオーソリティー的立場を確立する 

・各外洋加盟団体が抱える諸問題解決のための対執行部窓口機関＆コーディネート機関 
 

（３）ＪＳＡＦ執行部との良好な関係作り 
 
・相互理解のもと、良好なコミュニケーションをはかり、諸案件について是々非々で協

議検討しあう関係を構築する 

・外洋のことは「まずは外洋で議論して、必要とあれば理事会に諮る」的な関係を維持

する。 
 

（４）統括委員会内に置く専門委員会の役割と関係 
 
・それぞれの専門分野に高い見識を持つスタッフで構成し、諸懸案事項等の改善・検討・

研究をおこなう。 

・直近に抱えるハンディキャップシステム問題、艇登録問題、クラブ問題、財務問題等々

の健全化を加速する 
 

（５）委員会人事 
 
理事会にて「並木・古川両名の専権事項」として承認済み。 

（既決定人事） 

・会長特別補佐 並木茂士 

・委員長    古川保夫 

・委員長補佐  浅野英武 

・専門委員長（仮称） 

   計測・技術担当 林賢之輔 

   安全・通信担当 浪川 宏 

   ＯＲＣ担当   小林 昇 

   法規担当    渡辺康夫 

   会計担当    鈴木保夫 

（未決定人事） 

・副委員長         現職外洋系理事等を中心に人選中 

・委員会顧問        外洋界有識者を中心に人選中 

・その他の専門委員長    従前の副委員長及び有識者を中心に人選中 

  

以上でございます。 

誠に言葉足らずではございますが、ＪＳＡＦ外洋系団体及び会員の快適なヨットライフ、

レース、諸活動を円滑に進めるために私も誠心誠意、努力を重ねてまいる所存であります。 

ひとりの力は誠に微力でございます。皆様諸先輩のご指導ご鞭撻無しには前進いたしません。 

どうか“新”外洋統括委員会にご支援ご協力を賜りますよう心からお願い申しあげます。 
  

追記：ご意見・ご助言ございます際は私までご遠慮なくご連絡ください。 

         古川保夫   ＦＡＸ：０３－３７７７－５４３４ 

                ＭＡＩＬ：furu@ga2.so-net.ne.jp 
  
                                 以上 


